 
優先権の回復理由書
特許庁長官　殿
１　　国際出願の表示　ＰＣＴ／ＪＰ２０ＸＸ／０８７６５４
２　　出願人
　　　　名　称　　　　株式会社東京製作所
　　　　　　　　　　　TOKYO　SEISAKUSHO　CORPORATION

（代表取締役　特許　太郎（署名：　　　　　　　　））
　　　　あて名　　　　〒100-0013　日本国東京都千代田区霞が関三丁目４番３号
　　　　　　　　　　　4-3,　Kasumigaseki 3-chome,　Chiyoda-ku,　Tokyo　100-0013　Japan

　　　　国　籍　　　　日本国　　JAPAN
　　　　住　所　　　　日本国　　JAPAN
３　　代理人
　　　　氏　名　　　　弁理士　　国　際　太　郎　　　　　（署名：　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　KOKUSAI　Taro
　　　　あて名　　　  〒102-0081　日本国東京都千代田区四番町８番地
　　　　　　　　　　　8,　Yonbancho,　Chiyoda-ku,　Tokyo　102-0081　Japan
４　　回復を求める優先権
（出願日）
（出願番号）


（国名等）

dd.mm.20XX
特願２０ＸＸ-９９９９９９

日本国　JAPAN
５　　回復の理由
優先期間内に国際出願をしなかったことは、下記の理由により故意によるものではありません。
　　（理由）
　　　
６　　添付書類の目録
（注１）署名をする場合は、署名者の氏名（法人の場合、署名者の肩書き及び氏名）をタイプ印字して、その横に署名してください。
（注２）代理人による手続のときは、出願人の署名は不要とし、出願人による手続のときは「３　代理人」の欄は不要です。
（注３）「４　回復を求める優先権」の欄には、回復を求める優先権に係る出願の出願日、出願番号及び当該出願がされた国名（国内出願の場合）、広域官庁名（広域出願の場合）又は受理官庁名（国際出願の場合）を記載します。

（注４）「５　回復の理由」の欄には、優先期間内に国際出願をしなかったことが故意によるものではないことを表明するとともに、優先権期間内に国際出願を提出することができなかった理由について具体的かつ簡明に数行程度で記載します。
[２－３０]
「法施様１５の２の５」『法施２８の３』
REASON FOR RESTORATION OF RIGHT OF PRIORITY
To :　Commissioner of the Patent Office 

1　Identification of the International Application 

　　　　　ＰＣＴ／ＪＰ２０ＸＸ／０８７６５４
2　Applicant

　　Name:　　TOKYO SEISAKUSHO CORPORATION
（CEO  TOKKYO Taro   Signature:        　    ）
　　Address:　　4-3, Kasumigaseki 3-chome, Chiyoda-ku, Tokyo 100-0013 Japan  

　　Country of nationality:   JAPAN  

　　Country of residence:    JAPAN

3　Agent                                                                     

　　Name:　　KOKUSAI Taro　　　（Signature:        　    ）
　　Address:　　8, Yonbancho, Chiyoda-ku, Tokyo 102-0081 Japan        

4　Right of priority to be restored
(Filing date)
(Number)


(Country)

dd.mm.20XX
Patent Application 20XX-999999
JAPAN
5　Reason for restoration
The failure to file the application within the priority period was unintentional due to the following. reason:

6　List of Attached Documents                                             

（注１）署名をする場合は、署名者の氏名（法人の場合、署名者の肩書き及び氏名）をタイプ印字して、その横に署名してください。
（注２）代理人による手続のときは、出願人の署名は不要とし、出願人による手続のときは「3 Agent」の欄は不要です。
（注３）「4 Right of priority to be restored」の欄には、回復を求める優先権に係る出願の出願日、出願番号及び当該出願がされた国名（国内出願の場合）、広域官庁名（広域出願の場合）又は受理官庁名（国際出願の場合）を記載します。

（注４）「5 Reason for restoration」の欄には、優先期間内に国際出願をしなかったことが故意によるものではないことを表明するとともに、優先期間内に国際出願を提出することができなかった理由について具体的かつ簡明に数行程度で記載します。
記載例








